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審査員 

チョ・ジュンピル（趙 埈佖） 
 

○アジョー⼤学救急医療部（韓国⽔原市）教授 
○地域安全向上センター（同上）（※）センター⻑ 
○国際セーフコミュニティネットワーク 副理事⻑ 
（※）セーフコミュニティ⽀援センター・インターナショナルセーフスクール⽀援・認証センター 

 
 
 

1983 年 延世⼤学医学部卒業後、外科医として経験を重ね、1996 年より救急外科医となる。 
受傷による救急外来の患者の対応をするなかで、予防の重要さを感じるようになる。その後、 
アメリカでの研究時代に SC の概念に出会ったことをきっかけに韓国に SC の概念を紹介した。 
2000 年に韓国で初めて⽔原市が SC を導⼊した際に⽀援したことをきっかけに、アジョー⼤学 
医学部に地域安全向上センター（韓国における SC ⽀援センター・ISS ⽀援及び認証センター）を 
設置した。国内外での取組みが評価され、2010 年 "International Distinguished Safe Community 
Career Award"を受賞。 

国際 SC ネットワークの副理事、アジア地域 SC ⽀援センター連合の副理事として国内外の SC 
推進に尽⼒している。⽇本においても、ほとんどの⾃治体を訪問しており、事前指導や現地指導を
通してご⽀援をいただいている。 

デイル・ハンソン（Dale Hanson） 
 

○博⼠（公衆衛⽣） 
○クィーンズランド ヘルス（オーストラリア クィーンランド州） 

北クィーンズランドへき地医療トレーニング ディレクター 
○ジェームスクック⼤学 公衆衛⽣学部 

熱帯医学・リハビリテーション科学 上級講師（⾮常勤） 
 
 

医療及び外科（学⼠）、公衆衛⽣及び熱帯医療、臨床教育（修⼠）における教育と産婦⼈科、総合
診療、重症外傷早期診療、救急治療、⼩児救命などにおける研究などをバックグラウンドに、外傷
予防及び安全向上に関⼼をもち、マッカイのセーフコミュニティ活動及びオーストラリアセーフ 
コミュニティ財団の発起⼈の⼀⼈としてセーフコミュニティにかかわってきた。 

現在は、オーストラリアセーフコミュニティ財団（セーフコミュニティ⽀援センター）における
ピア・レビュアー（審査の査読）や国外のコミュニティの審査などを⾏っている。 

近年では、韓国、中国などアジアのコミュニティについても認証審査員も務めており、今回の来
⽇は、⻑野県箕輪町の現地審査（再認証）に続いて 2 回⽬となる。 
 



 
 
 

  
⽇本セーフコミュニティ推進機構 

⽩⽯ 陽⼦（しらいし ようこ） 
博⼠（政策科学） 

 
○⼀般社団法⼈⽇本セーフコミュニティ推進機構 代表理事 
○アジア地域セーフコミュニティ⽀援センター連合 事務局⻑ 
○セーフコミュニティ公認認証審査員 
○⽴命館⼤学⾐笠総合研究機構 研究員 
○韓国亜州（アジョー）⼤学 医学部 客員教授 

 
⽴命館⼤学⼤学院政策科学研究科博⼠課程後期在学中に安全なまちづくり活動「セーフコミュニティ（SC）」に 

出会い、研究プロジェクトチームの⼀員として SC 発祥の地であるスウェーデンのカロリンスカ研究所（医科⼤学）
に派遣され SC について研究する。帰国後は、⽇本の地⽅⾃治体が SC に取組む意義と限界をテーマに研究を進め、
博⼠号を授与される。博⼠号取得後は、⽴命館⼤学、京都⼤学⼤学院等で研究を進める。 

2011 年には、これまでの SC 活動に関する研究および⽀援の実績を認められ、セーフコミュニティ⽀援センター
となる「⼀般社団法⼈ セーフコミュニティ推進機構」を⽴ち上げた。また、同年 12 ⽉には、学校版 SC ともいわ
れる「インターナショナルセーフスクール（ISS）」の⽀援・認証センターとしても認証されたことにより、保育所
や学校などを中⼼とする安全な学校づくりの活動の⽀援と研究も開始した。 

2017 年 11 ⽉現在、国内で SC に取組む 16 ⾃治体と ISS に取組む 30 の保育所・⼩学校・中学校・⾼等学校を
⽀援しながら、SC および ISS の研究を続けている。 

⼀⽅、国外については、国際セーフコミュニティネットワークの理事として、また公認認証審査員として SC およ
び ISS 活動の⽀援および認証審査を⾏っている。 

今井 久⼈（いまい ひさと） 
博⼠（経済学）、修⼠（政策科学・経営学） 

 
○⼀般社団法⼈⽇本セーフコミュニティ推進機構 事務局⻑ 
○株式会社マチュールライフ研究所 代表取締役 
○滋賀⼤学 社会連携研究センター 客員准教授 
○⽴命館⼤学 産業社会学部 ⾮常勤講師 
○花園⼤学 福祉学部 ⾮常勤講師 

 
●1997 年マチュールライフ研究所創業以来、保健・医療・福祉を中⼼とした調査研究を通じ、各⾃治体の⾏政計画
策定（⽼⼈福祉計画、介護保険事業計画、障がい者計画等）⽀援に従事。 
●これらの経験を活かし 2005 年から⽴命館⼤学や花園⼤学において社会福祉⼠養成講座など福祉分野の講義を 
担当。 
●その他、社会活動として滋賀⼤学地域連携研究センターにて滋賀県内の⾃治体職員の学びなおし講座で「共⽣ 
社会」を担当。 
●地元の守⼭市では 2005 年以来、事務事業評価、事業仕分け、市⺠外部評価、⾏政経営改⾰委員会などの委員⻑
や委員を務める。 
●セーフコミュニティに関しては、⽇本セーフコミュニティ推進機構設⽴以来、事務局⻑として代表理事である 
⽩⽯陽⼦のサポートを通じ SC 推進⾃治体の⽀援にかかわる。これまでの JISC が⽀援する国内 16 ⾃治体の SC 活
動の⽀援、韓国チェジュ市、台湾⽂⼭区など国外の現地視察やワークショップなどにオブザーバーとして関わる。 

現在も SC で横浜市、豊島区、郡⼭市、さいたま市、ISS で松原市や豊島区の認証取得の⽀援を⽩⽯とともに⾏っ
ている。 


